
  

ゾーニング（案）とゾーン別の整備方針（案） 

資料４ 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

１ 平和公園（西地区）のゾーニング（案）とゾーン別整備方針（案） 

●Ａゾーン 
 既存の大規模スポーツ施設等を活用する空間 

●Ｂゾーン 
 緑に囲まれた新たなスポーツ環境を創出する

空間 

●Ｃゾーン 
東地区と旧城山国民学校校舎をつなぐ象徴的な

エントランス空間 

●Ｄゾーン 
 新たな交流・賑わいを創出する空間 

●Ｅゾーン 
水辺と道路高架下を活用した多目的な空間 

●Ｆゾーン 
 緑に囲まれた新たなスポーツ環境を

創出する空間 

●Ｇゾーン 
 既存のスポーツ施設を活用する空間 

●Ｈゾーン 
鉄道高架下を活用したユーティリティ空間 

●Ｉゾーン 
東地区と西地区とをつなぐゲート空間 

 全体コンセプト ︓平和の森－平和を願い、実践していく交流公園－
 ⻄地区の基本⽅針︓『交流、憩いのゾーン』or『平和を感じ、交流するゾーン』 

Ｉゾーン

Ａゾーン

Ｇゾーン Ｆゾーン Ｂゾーン

Ｃゾーン

Ｄゾーン

シンボル軸 

平和交流軸 
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１ 平和公園（西地区）のゾーニング（案）とゾーン別整備方針（案） 

●Ｉゾーン 
東地区と西地区とをつなぐゲート空間 

 ・東西地区とをつなぐ安全・快適な歩行者動線や

交差点隅切り部におけるたまり空間の確保 

 ・増加が見込まれる自動車交通の処理機能の確保 

 

●Ａゾーン 
 既存の大規模スポーツ施設等を活用する

空間 

 ・既存の大規模スポーツ施設、ペデストリ

アンデッキ、地下駐車場は存置活用 

 ・周辺ゾーンとの連携・調和 

●Ｈゾーン 
鉄道高架下を活用したユーティリティ空間 

 ・公園機能のバックヤード（管理用駐車場や倉

庫）など多目的空間として活用 

 ・鉄道高架沿いの連続した緑化 

●Ｇゾーン 
 既存のスポーツ施設を活用する空間 

 ・道路計画に支障しない施設は存置活用 

 ・周辺ゾーンとの連携・調和 

●Ｆゾーン 
 緑に囲まれた新たなスポーツ環境を創出す

る空間 

 ・新たなスポーツ空間（アーバンスポーツな

ど）の創出（Ｆゾーンとの連携） 

 ・支障するスポーツ施設の代替地 

 ・下の川沿いの連続した緑化 

●Ｅゾーン 
水辺と道路高架下を活用した多目的な空間 

 ・水辺と連携した憩いの空間の形成（Ｂゾー

ンとも連携） 

 ・新たなスポーツ空間（アーバンスポーツな

ど）の創出（Ｆゾーンとの連携）。 

 ・道路高架沿いの連続した緑化 

●Ｄゾーン 
 新たな交流・賑わいを創出する空間 

 ・支障するスポーツ施設の代替地 

 ・緑豊かな交流・憩いの広場空間の形成 

 ・賑わいを支援する来園者への利便施設（飲食等）

の導入 

 ・増加が見込まれる自動車交通に対応した交通通処

理機能（地下駐車場）の導入 

●Ｂゾーン 
 緑に囲まれた新たなスポーツ環境を創出する

空間 

 ・高架構造物を取り囲むような緑量ある緑地帯

の形成 

 ・高架下への新たなスポーツ空間（アーバンス

ポーツなど）の創出 

 ・高架下への交通施設（駐輪場）の導入 

 ・支障するスポーツ施設代替地 

 ・水辺と連携した憩いの空間の形成（Eゾーン

とも連携） 

 全体コンセプト ：平和の森－平和を願い、実践していく交流公園－ 
 西地区の基本方針：『交流、憩いのゾーン』or『平和を感じ、交流するゾーン』 
 
 

Ｉゾーン 

Ａゾーン 

Ｇゾーン 
Ｆゾーン Ｂゾーン 

Ｃゾーン 

Ｄゾーン 

●Ｃゾーン 
東地区と旧城山国民学校校舎をつなぐ象徴的な 

エントランス空間 

 ・ゆとりある歩道空間と緑化（並木等）による象

徴的な空間の形成 

 ・周辺ゾーンへのシームレスな空間の形成 

 ・賑わいを支援する来園者への利便施設（飲食・

情報発信機能等）の導入 

 ・増加が見込まれる自動車交通の処理機能の確保 

シンボル軸 

平和交流軸 

A B C D E F G H I

① 多様なニーズに応じた、平和を発信するスポーツ環境の創出 ◎ ○ － ○ ○ ○ ◎ － －

② 市民に身近で、平和の尊さを感じられる憩いの空間の形成 － ○ ○ ◎ ○ ○ － － －

③ 長崎の新たな玄関口としての機能強化 － － ◎ ◎ － － － － ◎

④ 連携と調和による機能的、魅力的な空間の形成 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

⑤ 効率的で効果的な施設整備と管理運営 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

●各ゾーンにおける基本方針（案）の対応表
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２ 動線の考え方（案）

県営野球場駐車場
一般車：149台
バス ：5台

松山町駐車場
（地下）一般車：246台
（地上）一般車：42台、バス：10台

地下駐車場
の検討

■車両動線・駐車場・駐輪場

車両動線（一般道）

車両動線（公園内・地上）

車両動線（公園内・地下）

駐車場出入口

平和公園駐車場
（地下）一般車：40台、バス：32台

交通処理機能強化の検討
（市道松山町線）

Ｄゾーン

Ｇゾーン
Ｆゾーン

Ｈゾーン

Ａゾーン

Ｂゾーン

Ｃゾーン

Ｉゾーン
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県営野球場
ラグビー・サッカー場

■歩行者動線

【基本的な考え方】

●既存動線との連続性を踏まえ、⻄地区全体を安全・安⼼・快適に
移動できる歩⾏者動線を確保
●市道松⼭町線（Ｃゾーン）は、ゆとりある歩⾏空間や公園側
（Ｂ・Ｄ・Ｅゾーン）へのシームレスな動線を確保

●浦上川右岸からのゲート部には、たまり空間（橋詰広場）を確保
●地下駐⾞場整備の検討に併せ、上下移動動線や既存の松⼭町駐⾞
場（地下）とを結ぶ地下通路を検討

バス停

Ｄゾーン

ＧゾーンＦゾーン

Ｅゾーン

Ｈゾーン Ａゾーン

Ｂゾーン

バス停

バス停

バス停

地下通路の検討

旧城山国民学校校舎

Ｉゾーン

Ｃゾーン

庭球場

歩行者動線（公園外）

歩行者動線（ペデストリアンデッキ）

歩行者動線（公園内・地上）

上下移動（階段）

上下移動（階段・EV）

たまり空間（橋詰広場）

たまり空間（エントランス広場）
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３ 景観形成・緑地の考え方（案）

図 Ｃゾーン 断面イメージ図

図 JR長崎本線鉄道高架施設 断面イメージ図

図 長崎南北幹線道路 側面イメージ図

※長崎南北幹線道路の詳細設計等の中で幅員構成等を検討

【基本的な考え方】

 「平和の森」を意識し、公園を包みこむような連続した緑地帯を形成する。

特に、道路や鉄道高架、大型スポーツ施設周辺は、利用者の安全性や維持

管理に配慮しつつ、緑量が感じられる緑地帯を配置することで、構造物の

景観インパクトの軽減を図る。

 浦上川や下の川沿いは、水辺への眺望や親水性が感じられる水辺景観を形

成する。

 市道松山町線は、統一された舗装や並木により象徴的な空間を形成すると

ともに、電線類地中化により眺望景観の改善を図る。また、市道と公園と

のシームレスな空間を形成する。

 東地区と西地区との一体感が感じられるような統一された案内サインを配

置する。

 高架道路は、公園に溶け込み違和感が感じられないような設えとする。

平和交流軸 至 城山国民学校校舎

○周囲から見た時の高架道路の

構造物群の煩雑感を軽減

○浦上川への眺望や親水性を感

じられる水辺景観を形成

○高架道路の存在感を軽減

○水と緑が調和した水辺景観の

形成

○鉄道高架施設の存在感を軽減

○統一された案内サインの配置

○統一された舗装や並木による

象徴的な景観を形成

○電線類地中化による眺望景観

を改善

○市道（歩道）と公園とのシーム

レス化による空間の一体化

図各ゾーンの景観形成・緑地の考え方（案）

再整備後

現況

滞留空間
（キッチンカーなど）

シームレス化
植栽帯の歩道化 5
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